



















































































































































































































































皇帝 年号 『乾道』 『宝慶』 『延祐』
太宗 端拱2年 2 1 1
淳化3年 1 1 1
真宗 咸平5年 1 1 1
景徳2年 3 1 3
大中祥符5年 2 2 2
8年 2 2 2
仁宗 天聖2年 2 0 0
5年 2 2 2
景祐元年 2 2 2
5年 1 0 0
宝元元年 0 1 1
慶暦2年 3 3 2
6年 7 3 2
皇祐元年 3 2 2
5年 7 7 7
嘉祐2年 3 3 2
4年 3 3 3
6年 3 3 3
8年 4 4 4
英宗 治平2年 2 2 2
神宗 煕寧3年 4 3 3




9年 7 4 4
元豊2年 3 2 2
5年 9 6 6
8年 3 1 1
哲宗 元祐3年 7 5 5




紹聖4年 6 4 4
元符3年 7 5 6
徽宗 崇寧2年 2 2 2
5年 8 7 7
大観2年 2 0 0
3年 9 4 4
政和2年 8 5 5
5年 2 1 1
8年 16 11 11
宣和元年 1 1 1
3年 6 4 4
6年 7 3 3




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（2）南宋明州の名族で欠かすことのできない史氏については、既にRichard Davis氏のCourt and Family in

































































































































































































































































































































































































































































・The Ladder of Success in Imperial China, Aspect of Social Mobility, 1368 – 1911 Columbia University Press
1962 244頁以降












（9）Ankeney Weitz Zhou Mi’s Record of Clouds and Mist Passing Before One’s Eyes: An Annotated














（14）Chu-tsing Li The Autumn Colors on the Ch’iao and Hua Mountains A Landscape by Chao Meng-fu.

















（19）Chu-tsing Li The Role of Wu-Hsing in Early Yuan Artistic Development Under Mongol Rule. ed.by John










































































































































































































































































































































































































































片、玉海二百四巻 計板四千七百七十四片、詩攷四巻 計板三十一片、詩地理攷六巻 計板七十
六片、集解踐祚篇 計板七片、補註周書王会 計板二十三片、通鑑地理通釈十四巻 計板一百九





































































































































































































































































豐坊 貫浙江寧波府鄞縣民籍 府學生」治春秋 字存禮 行三 年三十 正月初五日
生」曽祖慶〈右布政使〉祖耘〈敎授 加封奉直大夫右春坊右諭徳〉父熙〈奉直大夫協





































































































































































































尋訪子孫箚子（箚子） 延祐『四明志』（延祐） 『水東日記』（日記） 康熙『鄞縣志』品行および選
挙（康熙） 天一閣蔵書記（天一） 正徳己未登科録（正徳）とする。
稷
子 安常（墓誌） 大常（墓誌） 希仁（墓誌）



















豊慶 貫江西九江府瑞昌縣民籍 府學増廣生」治詩經字□□ □□□年二十七十月初九












































































































































































































































































































































































































































































































































































郷試年 挙人名 会試・御試年 進士名 本貫 備考
延祐四・1317・丁巳 塔海 延祐五・1318 塔海 哈剌魯
延祐七・1320・庚申 捏古伯 哈剌魯 ※1
〃 翁伝心 慈渓県







































至治三・1323・癸亥 薛観 鄞県 ※3
〃 捏古伯 泰定元・1324 捏古伯 ------
〃 史駉孫 〃 史駉孫 鄞県
〃 程端学 〃 程端学 鄞県
泰定三・1326・丙寅 翁伝心 ------ ※4
至順三・1332・壬申 莫倫赤 哈剌魯 ※5
〃 劉希賢 鄞県 ※6
元統三・1335・乙亥 莫倫赤 実施されず ------
（至元元）〃 陳敬文 実施されず 慈渓県



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 宋元時代に関わるものは、Hilde De Weerdt, Competition over Content : Negotiating Standards for the Civil












































































































































































・Davis, L. Richard “Political Success and the Growth of Descent Groups: The Shih of Ming-chou during the
Sung”, in P. B. Ebrey and J. L. Watson （ed.） Kinship Organization in Late Imperial China 1000-1940,










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































順天府馬中錫 故城県学生 易 乙未
応天府王鏊 蘇州府学生 詩 乙未







少詹事兼侍講学士徐傅 時用 南直隷 宜興県人 甲戌進士





















王鏊 南直隷蘇州府学生 詩 金楷 南直隷嘉定県学生 書




























































































































































































『建文二年殿試登科録』 一巻 明鈔本 『明代登科録彙編』第一冊
同 同 清抄本 ［上海図書館］
の二本のみのようであり、「会試録」についても、
『建文二年会試録』 一巻 明鈔本 『彙編』第一冊



























『万暦二十六年進士登科録』 一巻 万暦刻本 ［上海］
『万暦二十九年進士登科録』 一巻 清抄本 ［浙江図書館］
同 不分巻 万暦二十九年刊本 ［傅斯年図書館］
『万暦三十二年進士登科録』 一巻 万暦刻本 ［上海］
『万暦三十五年進士登科録』 一巻 万暦刻本 清潘祖蔭跋 ［北京国家図書館］
『万暦三十八年登科録』 不分巻 万暦三十八年刊本 ［傅斯年図書館］
の六本しか所在を知らず、一方「会試録」については、
『万暦二十六年会試録』 一巻 万暦刻本 ［上海］［吉林大学］
『万暦二十九年会試録』 一巻 万暦刻本 ［吉林大学］
同 一巻 万暦刊本 『彙編』第二十一冊
『万暦三十二年会試録』 一巻 万暦刻本 ［吉林大学］
『万暦四十一年会試録』 一巻 万暦刻本 ［北京大学］
『万暦己未［四十七］会試録』 一巻 万暦刊本 『彙編』第二十二冊





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 Chaffee, The Thorny Gates of Learning in Sung China: A Social History of Examination, Albany : State


































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 yin(*yen) ŋiw ži nin (*nėn) u ’ue žiと転写可能である。パクパ字の研究と明晰な図版については以下を参
照。照那斯図、羅·烏蘭「釈“慶元儒学洋山砂岸復業公拠”中的八思巴文』（『文物』2008年第8期）74〜75頁。
4 完全な図版と録文については以下を参照。章国慶『天一閣明州碑林集録』（上海古籍出版社、2008年）。
5 前掲章国慶『天一閣明州碑林集録』、39頁。
6 『延祐四明志』巻13「学校考上」本路儒学（中華書局影印『宋元方志叢刊』本）6303頁。また前掲孟繁清
『元代的学田』51頁を参照。
7 沂王、宋徽宗の子が始めて封ぜられる。『宋史』巻246「宗室伝三」（中華書局点校本）8727頁を参照。宋理
宗（1205-1264）は若くして寧宗の弟沂王の嗣子に立てられ、貴誠の名を賜った。1224年に寧宗の皇子に立て
られ、南宋第五代皇帝となった。理宗との関係によって、沂王府は江南において比較的大きな権勢を誇って
いたはずである。『宋史』巻41『理宗紀一』783〜784頁を参照。
8 『元史』巻150「石抹也先伝」（中華書局点校本）3543頁。
9 『元史』巻119「木華黎伝」2931頁を参照。
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10 前引『延祐四明志』巻3「職官考下』沿海翼万戸府、6177頁。
11 事跡については『元史』巻188「石抹宜孫伝」の記載が非常に詳しい。以下はその抄録である。「継祖、字
伯善、襲父職、為沿海上副万戸。初以沿海軍分鎮台州、皇慶元年、又移鎮婺、 処両州。馭軍厳粛、平寧都
寇、有戦功；且明達政事、講究塩策、多合時宜。為学本于経術、而兼通名法、縦横、天文、地理、術数、方
技、釈老之説、見称荐紳間。」4309頁を参照。
12 王伯秀が訴えを起こしたのは皇慶二年のことであり、これより前には毎年「納蕭万戸賃銭中統鈔伍定」と
されていた。そうであれば、この蕭万戸とは皇慶元年に他界した石抹良輔だろう。
13 公拠碑中の「提調学校官同知張奉議、推官賀承徳、参照巻凭、従公追問、明白擬定、行移本路」は、同
一のことを述べている。
14 元人兪希魯編『至順鎮江志』巻11「学校」儒学部分にもこの文が収録されている。江蘇古籍出版社1999
年点校本、446〜447頁を参照。
15 録文は『江蘇通志稿』「芸文志三·金石十九」（北京図書館出版社2003年『遼金元石刻文献全編』本）を参
照。また、北京大学図書館古籍部が上述のすべての石刻の拓片を保有しており、筆者はそれらの拓片によ
って『江蘇通志稿』の録文に対して校訂を行った。
16 「罷三舍」とは北宋の宣和三年（1121）に人材登用考査のための三舍法を廃止したことをいう。以下を参
照。『宋史』巻22「徽宗紀四」407頁。巻155「選挙志一」科目上、3623頁。また「経兵火」とは、北宋末南宋初の
宋金戦争をいう。
17 前引兪希魯編『至順鎮江志』巻11『学校』儒学、445頁。
18 行大司農司の職務は以下のようである。「巡行勧課、挙察勤惰、歳具府、州、県勧農官実迹、以為殿
最。路経历官、県尹以下并听裁决。」『元史』巻15「世祖紀十二」308頁を参照。大司農司の設置は元世祖後
期における桑哥の理財政策の重要な一環であり、その目的は土地の徹底調査、生産の戒飭などであった。
しかし実際の効果からみれば、その業績は芳しくなかったといえる。植松正『元代江南政治社会史研究』（汲
古書院、1997年）32〜44頁を参照。
19 『元史』巻18『成宗紀一』によれば、行大司農司は元貞元年五月に廃止されている。393頁を参照。
20 この時、忽必烈の第九子脱歓が鎮南王であった。至元二十一年に封ぜられ、揚州に出鎮した。大徳五年
に他界。『元史』巻108「諸王表」、2736頁を参照。鎮南王の江淮、两浙地区での権勢と影響については、李治
安『元代政治制度研究』（人民出版社、2003年）481〜493頁を参照。養爺とは子供の世話や養育を行う男性
の使用人のことをいう。参看劉堅・江藍生主編『元語言詞典』（上海教育出版社、1998年）378頁を参照。
21 この答剌罕丞相とは蒙古斡剌納儿氏の哈剌哈孫である。彼は「大徳二年入朝上都、成宗拜光禄大夫、
江浙行省左丞相。視政七日、征拜中書左丞相。」となった。大徳三年正月に中書左丞相を拝するため大都に
向う途中で鎮江を通過したのだろう。記載によれば哈剌哈孫は「雅重儒術」であった。彼が鎮江路学による学
田の回収を支持したことも、それと合致する。哈剌哈孫の簡略な事跡については、『元史』巻136『哈剌哈孫
伝』3291〜3295、3307頁を参照。
22 これについて「鎮江路儒学復田記」は以下のように記す。「毎夏若秋、輒鳩合歳哥、擁嫖忽猛鷙男子、控
弦臂鷹隼、嘯歌騰突、動数十騎至、遇儒生搒辱之、駆迫農民、旦莫奮励、摽掠麦禾、絶江西去、衆拱手無
能前者。」
23 この江浙行省丞相についてはなお考証を待つ。劉如臻の「元代江浙行省研究」に附属された「江浙行省
丞相一覧表」内にもこの時の丞相は記されていない。『元史論叢』第六輯（中国社会科学出版社、1997年）
100〜101頁を参照。
24 この時の鎮南王は脱歓の子老章ではないかと考えられる。老章は大徳五年に鎮南王位を継いだ。その
ご王位は老章の弟脱不花によって継承されたが、その明確な時期は不詳。泰定三年、脱不花の弟帖木儿不
花が鎮南王となった。詳しくは『元史』巻108「諸王表」2736、2750頁。同巻117「帖木儿不花伝」2912頁を参
照。所謂「献佃」とは実際の売買ではなく、質としての性質を持っていた。
25 ここでいう「立限経理」とは、所謂「延祐経理」をいう。江南の経済に対して極めて大きな影響があった。詳
しくは以下を参照。『元史』巻93「食貨志一」経理、2352〜2353頁。陳高華氏「元朝的土地登記和土地籍冊」
（同氏『元史研究新論』上海科学院出版社2005年）35〜38頁。
26 この度の奉使宣撫は延祐二年正月に派遣されたものである。「詔遣宣撫使分十二道問民疾苦、黜陟官
吏、并給銀印。命中書省臣分領庶務。」『元史』巻25「仁宗紀二」568頁を参照。この奉使宣撫の江南地区に
おける詳細な状況について、現状で僅かなことしか知りえない。前引李治安『元代政治制度研究』549〜577
頁を参照。
27 『元史』287頁。『元史』巻81「選挙一」にも至元二十三年二月のこととして記載される。「江南旧有学田、復
給之。」2032頁。詔書の原文については以下を参照。『大元聖政国朝典章』巻31礼部四・儒学「種養学校田
地」（中国広播電視出版社、1998年影印本）1184頁。『廟学典礼』巻2「江南学田与種養」（浙江古籍出版社、
1992年王頲点校本）28頁。
28 前引孟繁清「元代的学田」50頁。
29 前引「鎮江路儒学復胡鼻庄田本末」。
30 前引『廟学典礼』巻1「都省復還石国秀等所献四道学田」、「省台復石国秀、尹応元所献学田」、巻4「廟
学田地銭粮分付与秀才毎為主」19〜24、73頁。
31 石渡克彦「〈廟学典礼〉にみる元代の学田経営」（『立正史学』90輯、2001）が既にこの問題について検討
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している可能性がある。但し、遺憾ながら未見である。
32 前引『大元聖政国朝典章』巻31礼部四・儒学「整治学校」1185〜1186頁。
33 前引孟繁清「元代的学田」54頁。また前引『廟学典礼』巻3「郭僉省咨復楊総摄元占学院産業」も参照。
34 「慶元路儒学涂田記」、前引章国慶『天一閣明州碑林集録』41頁を参照。
35 前引『廟学典礼』巻6「廉訪分司挙明体察」130頁。
36 前引『廟学典礼』巻4「教官任満給由」、「完顔僉事請令文資正官兼提挙学校職銜」90、92頁。
37 「慶元路儒学涂田記」、前引章国慶『天一閣明州碑林集録』41頁を参照。
38 前引「慶元路学洋山砂岸復業公拠」、章国慶『天一閣明州碑林集録』36〜38頁。
39 虞集『道園学古録』巻8「滕州学田記」（『四部叢刊』初編本）。
40 『越中金石記』巻10「余姚州儒学覈田記」、前引『遼金元石刻文献全編』本。
41 蘇天爵『滋渓文稿』巻2「揚州路学田記」。『越中金石記』巻10「余姚州儒学覈田記」。陸文圭『墻東類稿』
巻7「呉県学田記」。詳しくは前引孟繁清「元代的学田」54〜55頁。
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2009年奈良大学図書館展示
「陞官図－中国の出世スゴロク」解説
はじめに
この展示をご覧になる方のほとんどは、「陞官図」という言葉をご存じないと思う。
まず、壁面の「陞官図」を見ていただきたい（0-01a）。まさに「官」を「陞（のぼ）」る「図」で、大き
な紙に書かれているのは、清朝時代の官職とその官職に相当する官位のみだ。今から30年以
上前、台湾で「陞官図」を見つけた輸入書籍屋さんが、「清代官制資料」と銘打って広告したの
も無理はない。しかし、じつは、これは「すごろく」で、参加者は独特の賽や独楽を使って、出世
を競う。言わば、中国の官僚の人生ゲーム。このゲームは、少なくとも唐代にはおこなわれてい
たようであり、今でも遊ばれていることは、最近発売の「陞官図」を展示しているのを見ていただ
ければわかるとおりだ。さらに、日本や琉球、朝鮮にもこのゲームは伝わり、それぞれの土地で
バリエーションを生み出した。北京に住む朝鮮族の老人は、子供のころ遊んだことがあると教え
てくれたし、朝鮮総督府の郷土娯楽の調査報告には、各地でその存在が報告されている。
今回の展示では、陞官図を中心に、中国のすごろくのいろいろを見ていただくとともに、陞官
図を生み出した中国の人々の心＝「昇官発財」、「加官・晋禄」の世界を、史学科所蔵の中国の
民間版画、「年画」などで紹介したい。科挙をとりまく出版などの社会文化現象を、中国では「科
挙文化」と呼ぶが、今回の「陞官図」も「科挙文化」の１つの要素と言えるだろう。
展示にあたっては、図書館資料だけではなく、史学科所蔵資料や個人所蔵の資料を用いた
が、さらに、奈良大学社会学部芹沢准教授、文学部東野教授をはじめ、学内外の皆さんから情
報を提供していただいた。これまでの筆者の北京での収集調査にご協力いただいた在住邦人
のみなさんともども、あわせてお礼申し上げたい。
2009年7月
奈良大学史学科 森田憲司
付記
この展示では、壁面の展示ケースと、４つの見込み展示ケースを使用する。観覧される方の参照の便を
考え、展示番号は、壁面は0-、展示ケース１以下は1-、2-、などとした。
なお、今回の展示は、文部科学省科学研究費特定領域研究Ａ「東アジアの海域交流と日本伝統文化の
形成」（通称にんぷろ）A01-02「中国科挙制度からみた寧波士人社会の形成と展開」の分担研究者として
の研究成果の一部を一般の方々に公開するものである。
追記（2010.2）
この「解説」は、奈良大学図書館で2009年7月11日から8月31日まで開催された展示会「陞官図－中国の
出世スゴロク」のために書かれたものである。今回の電子版作成に当たっては、なるべく展示解説の原形
をとどめたが、「壁面参照」などのようにこの版では文意が通じない箇所や、その後気がついた誤植を訂正
するなどしている。
壁面展示から
「陞官図」のおこりと展開
「はじめに」に書いたようにわれわれにはあまりなじみのない「陞官図」だが、中国では広く遊
ばれていたようだ。「陞官図」の歴史を概説したものとして、清代を代表する考証学者の一人趙
翼（1727-1814）の随筆集『陔余叢考』巻33「陞官図」の項があり（0-01b）、趙翼は、唐の房千里
の「骰子選格序」（『文苑英華』巻378）という文章に、サイコロを投げてその出目で官位を上下す
るゲームのことが、開成３年（838）の話として書かれていることを紹介している。また、同じ頃の
人である李郃が始めたという記事も、宋代の『事物紀原』（巻９）や『郡斎読書志』（巻５上・采選
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集）に見える。したがって、少なくとも唐の時代には存在したと考えていいであろう。
やがて、さまざまなバリエーションが出現してきたようで、すでに唐代や北宋時代には各種作
られていたことを、当時の文献によって知ることができ、大きな官制改革があるたびに、その官
制にあわせたものが作られたようだし、過去の史書を研究して、各王朝ごとの「陞官図」を作っ
た人や、易の卦を用いた「周易彩戯図」を作った人もいるという。また、道教の教義に基づいて、
修養の過程をスゴロクにした「選仙図」（徽宗皇帝にこれを詠んだ詞がある）、同じく仏教の「選
仏図」（＊ケース３参照）なども、宋代からある。時代が下がって、清朝の乾隆帝は、仙人たちを用
いた「群仙慶寿図」をみずから作って遊んだと伝えるし、最初に出た目で、文人、道士、剣客、美
人、漁師、僧侶の役を割り振られ、全国の名勝をめぐる「攬勝図」というものもあったという。
ちなみに今回の展示品の中にも、『紅楼夢』（＊ケース２参照）、京劇の俳優（＊ケース１参照）など
の「陞官図」がある。
遊び方の基本
この遊びには、特製の独楽（1-01b）かスゴロクを用いる。一般的にはサイコロは１つだけだ
が、３つ、４つのサイコロを用いる大掛かりなものもある。目は、徳、功、才、贓（庄）の４つが普
通だが、６つの場合もある。そのために専用のサイコロが作られたり（0-02c）、サイコロのどの目
をどれに当てはめるかを決めたりする。
起点は、白丁（平民、無位無官）で（0-03b）、はじめのうちはサイコロの目に従って科挙のステ
ップを進んでいくが、任官してからは、官僚としてのルートを昇降していく。サイコロの目が言わ
ば勤務評定で、キャリアの超特急ルートに乗る場合もあるし、キャリアに進む目が出なくてノン
キャリアの低いポストをうろうろしたり、順調に行っていた人が贓（不正）が続いて没落することも
ある。最後は、中央にある最高位、三公（太師、太保、太傅）の地位にまで昇りつめ、「栄帰」（め
でたく引退）すれば、上がりとなる（0-03c）。ただし、これは基本的な遊び方で、大がかりなもの
の場合は、複数のサイコロを使い、その目の出方の組み合わせで、より官僚制度の実際に近
い複雑な進み方をする。今回展示した中でも、台湾の「清朝陞官図」（2-01a）などは、解説書を
読んでも理解できないくらい複雑だし、『紅楼夢』の陞官図（2-02a）では、スゴロクの赤い目が出
ると、（「紅」なので）いい進み方ができたらしい。また、こうしたゲームの常として、賭博としての
要素もあり、ルールには、「籌」（点棒のようなものか）のやり取りについても書かれているから、
お金のやり取りもあったことだろう。ここでは、0-05として、90年代に香港で売られていた陞官図
のルールの部分をアップした。また紅楼夢の陞官図のルールについては、2-02cに該当する部
分をアップした。
陞官図は今も生きている
2008年10月に、北京の骨董市場、潘家園の露店で「古代科挙仕途知識棋」というゲームを買
った（0-02）。その風景の写真も展示しておいた（0-04、2009年１月撮影）。これは、ゲームとして
商品化された陞官図で、箱には、「北京華図文化伝播有限公司出品」と書かれている（0-02a）。
箱の中には、図盤のほかに、説明書、プラスチックの駒が４つ、それにサイコロが入っていた（0-
02b）。言うまでもなく、サイコロは６面だが、陞官図は、徳、才、功、贓の４つの目でゲームが進
む。面が２つ余る。才と功が２面で、進み方の早い徳と、後ろに下がる贓とが、１つずつになって
いる。値段は10元（150円）。
今でも陞官図が遊ばれていることは、数年前に買った、紅色のガリ版の陞官図（0-03a）によっ
てもわかる。手書きの挿絵が入ったこの陞官図は、革命の色である紅いインクを使っている。お
そらく、文化大革命からほど遠くない時代に手作りで遊ばれたものだろう。最近では、WEB上に
「陞官図」のサイトを作成している人もあり、詳しい遊び方が解説されているし、これをもとにした
PCゲームもあるらしい。
アジア諸国での陞官図（※この項の図版は省略）
中国で発達した陞官図は、周辺諸地域にも伝播した。
まず、朝鮮では、朝鮮の官制に対応した「陞卿図」（「従卿図」、「政纏図」ともいう）が広く遊ば
れたようで、朝鮮総督府による郷土娯楽の調査、『朝鮮の郷土娯楽』（朝鮮総督府 1941）では、
各地からの報告が載せられている。また、ソウルの国立民俗博物館には、ゲーム風景が人形
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で再現、展示されており、同館出版の『韓国の紙の文化』（1995）に２種類の陞官図の図版が掲
載されているので、今回展示した。展示した図版は手書きのものだが、『朝鮮の郷土娯楽』には
印刷された「陞卿図」の写真が掲載されている。なお、朝鮮のサイコロは５面の棒状のものであ
るのが、中国とは異なっている。
また、増川宏一氏の『すごろくII』（ものと人間の文化史79-II法政大学出版局 1995）によれ
ば、琉球では、「聖人上り（しーじんあがい）」と呼ばれる、琉球の官制に対応した官位スゴロク
があったという。さらに、日本にも、「官位すごろく」、あるいは「職原すごろく」、江戸幕府の官制
に対応した「大名すごろく」、さらには仏教の教義を説いた「仏法すごろく」、あるいは「証果増進
之図」、などがあることが紹介されている。
麒麟送子
壁面展示の最後には、優れた人材を麒麟が送り届けてくれるという、「麒麟送子」を描いた手
彩色の木版画を、天津楊柳青製（0-12）のものと『鳳翔木版年画選』（0-13a）所収の鳳翔のもの
（0-13b）を、めでたく展示した。ちなみに、楊柳青は天津近郊の村、鳳翔は陝西省西安の西にあ
る県で、いずれも年画（ケース４で説明）の名産地。
科挙を出発点に官位を昇進し、めでたく引退するまでを、スゴロクにするという、いかにも中国
らしいこのゲームから、旧中国の社会の一端をお知りいただければ幸いである。
以下、各ケースの展示を紹介したい。
ケース１
陞官図各種
ここには、４点の陞官図を展示した。
1-01は、河北省武強（ここも年画の名産地）で作られた、古い版木を用いての再版（1-01a）。木
版の陞官図の典型と言えよう。1-02は年代不明のもので、かなり痛んでいるし、墨による書き込
みが多いのでわかりにくいが、もともとは多色木版刷りで、かなり華やかなものであったと思わ
れる（1-02）。1-03は、民国年間の作と思われる石版印刷の陞官図（1-03）。
これら３点は、ゲームとしての内容には、ほとんど違いはない。1-04も、中国ではあまり使われ
ない薄い水色の印刷であることを除くと、一見したところ、これまでの３つと変わらないのだが、
よく見ると、各官職に人名が付されている（1-04）。これらは、民国年間の京劇の俳優たちの名
前で、いわば、京劇俳優スゴロクになっている。
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ケース２
陞官図のバリエーション
これまで見てきた陞官図に載せられている官職の数は、膨大な中国官僚制度全体から見れ
ば、ほんの一部分にすぎない。たとえば、官僚としてのスタート１つとっても、科挙だけとは限ら
ない。それに対して、2-01として展示した「清朝陞官図」は、台湾の老古出版社が1978年に出版
したものだが、私の知るかぎりの陞官図で最も規模が大きい（2-01a）。横に並べた新書本と比
べて大きさを感じていただきたい（2-01b）。この１枚にどれだけの官職が盛り込まれているだろう
（2-01c）。
一方、2-02だが、中央の上がりのところには、「太幻虚境」とあり、一見したところでは、宗教的
関係の陞官図に見える。しかし、下に図版にした部分を見ていくと、「宝玉」とか、「黛玉」、「宝
釵」などの名前が見える。これは、「賈宝玉」、「林黛玉」、「薛宝釵」のことで、この陞官図が、
『紅楼夢』を舞台として作られたものだとわかる。載せられている遊び方を読むと、サイコロは６
つ使われ、紅色の目が出るとよかったり、４つの目が、徳、才、情、過、となっているのも『紅楼
夢』らしい。「北京第一楼文宝斎南紙店石印」と書かれているが（下の図版だと、一番上に見え
る）、民国12年（1923）の『増訂実用北京指南』によれば、「文宝斎」は「廊房頭条勧業場」とあ
る。前門の大柵欄の一つ北にあるこの通りに、「勧業場」という市場があったことは、当時の地
図でも確認できるので、そこにあったのだろう。「南紙」とは、南方の紙の意味で、いい紙は江南
からもたらされたので、紙屋はこう名乗った。このスゴロクでは、図面の設計者（編図人）も、杭
県人公敏氏とある（2-02a/2-02b）。
ケース３
さまざまなスゴロク
まずご覧いただくのは、満洲国時代に作られた、「選仏図」（満洲国仏教総会浜江省支部仏経
流通処発行康徳10年＝1943年12月 3-01a/3-01b）。仏教の修行や悟りの段階をスゴロクにした
「選仏図」の名は、北宋時代の文献にすでに見える。この「選仏図」では、サイコロの目は、「那
謨阿弥陀仏」の６字の組み合わせになっている。
これまで紹介してきたような文字ばかりのスゴロクではなく、絵の入ったスゴロクも当然ある。
地域によって、「鳳凰棋」とか「捻捻転」と呼ばれるらせん状のスゴロクで、今回は、八仙と十二
支、その他の動物が配されたものを、２点展示した（3-03/3-04）。展示したものにはキャラクター
の名前が入っていないが、『中国民間木刻版画』（湖南美術出版社 1990）には、それぞれのキ
ャラクターに名前を付したものが掲載されているので、同じく水滸伝のスゴロクとあわせてコピー
で紹介した。
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※八仙とは
八仙は、広く中国の庶民に愛された８人の仙人で、生きていたとされる時代はそれぞれ異なるが、８人が
ひとまとまりで、縁起のいいものとされる。なお、それぞれに決まりの持ち物があり、それだけでも、それぞ
れの仙人を示す。これを、「暗八仙」という。このすごろくに登場する人物でも、持ち物からそれとわかるの
が少なくない。3-03は、かなりデフォルメされているが、持ち物を見ると、やはり八仙だろう。
漢鍾離（芭蕉扇）、鉄拐李（葫蘆）、藍采和（花籃）、何仙姑（荷花）
呂洞賓（劍）、韓湘子（笛）、張果老（魚鼓）、曹国舅（玉板、笏）
次に掲げたのは、80年代の台湾で売られていた、開店祝い用のポスターだが、八仙のイメージがお分か
りいただけるだろうか（3-05）。
ケース４
加官晋禄と昇官発財 年画の世界
科挙の受験をスタートに官界入りし、出世していくのが、「陞官図」の世界だが、ケース４では、
年画を中心にその世界をビジュアルに見せてくれるものを展示した。年画とは、中国の民間で
作られていた版画で、春節には、新年を祝う縁起のいい図柄や、邪気を避ける図柄、あるいは
芝居の一場面や二十四孝などの故事をテーマにした年画が、民家の内部や扉に飾られる。最
近では、金やホログラムを使ったり、立体化した、「現代的」な年画が主流で、さらに彩りを増し
ている。奈良大学史学科は、1980-90年代に北京で活躍された故高橋正毅弁護士が収集され
た年画を、ご夫人から寄贈いただいたものをコアに、その後も若干ながら収集を継続している。
その一部を今回展示した。
次の図版は、近年に北京で購入したものだが、カラー印刷に金彩などを使い、華やかな現代
年画（4-01a）。
向き合う２人のうち、左の「晋禄」は、手の上に鹿を乗せてささげている。これは、「鹿」＝「禄」
の音通で、「禄」すなわち給料が晋むことを表している。また、右の「加冠」は「冠」＝「官」を差し
出しており、「官が加わる」を意味している。つまり、どちらの絵柄も、出世を表現した縁起物な
のである。ちなみに、30年ほど前に台湾で収集したものも図版を用意した（4-01b）。印刷が、豪
華華麗になっていることがおわかりいただけるであろう。あわせて、門神をはじめとする飾り物
が貼られた北京の民家の写真を併せて掲げる（4-01c）。
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さらに、同じ意味の、「加官進爵」と「加官進禄」を、『鳳翔木版年画選』に所収の年画から、見
ていただこう（4-02）。右の人が持つのは「爵」。これは本来酒器であるが、古代には、地位を示
すために王から与えられたとされ、地位のシンボルとなる。日本などの「爵位」もこれに由来す
る。左の人物は、やはり鹿を持つ。
次に、山東省濰坊市楊家埠の年画を３点展示した。濰坊も年画の産地として有名な場所。ま
ず、「麟吐玉書」（4-03）は、やはり麒麟送子の図柄。そして、「状元遊街」（4-04）と「一門三状元」
（4-05）、いずれも、1990年前後の製作と思われる。まず、「状元遊街」を見てみよう。「状元」は、
科挙の首席合格者のこと。街を練り歩く状元、前を行く先触れは、「状元合格」、「連中三元」の
旗を持つ。「連中三元」は、科挙の三段階の試験の全部を首席に通った、という意味。彼が向か
う先にある「状元坊」とある門は、合格者の名誉を称えて立てられる「坊表」と呼ばれるゲート。
門には、「聖旨」（皇帝の詔）と書かれた額が上がっている。ちなみに、空中で雲の上にいるの
は、科挙、学問の神様である「文昌帝君」だろう。文昌帝君については、森田の『元代知識人と
地域社会』（汲古書院 2004）参照。一方、「一門三状元」は、文字どおり一家から三人の状元が
出るという縁起ものだが、今まさに合格通知をもった使者が到着し、一族の者が、使者にお祝
儀の銀を差し出している。また、家の中では、次の世代を担うべき子供たちが勉強に余念がな
い。
そして、最後に２つ、少し変わったものを見ていただきたい。まずは、縁起物のお金「厭勝銭」
のうち「状元及第」（4-06）。そして、最後に展示したのは、今も南京夫子廟の名物、状元豆（4-
07）。
実は、2008年秋、北京で中国の30代と40代の中堅歴史研究者と食事した際、「陞官図」の話
をし、今回展示した「知識棋」を見せたのだが、２人とも「陞官図」そのものを知らなかった。一
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方、このゲームを売っていた露天商は自分たちで遊んでいたが、どこまでこのゲームの意味を
知っていたのだろうか。最近、中国の学界では、科挙研究が盛んで、専門誌まで出るようになっ
ている（4-08）。中国の受験事情の厳しさが「科挙ブーム」の背景にあるのだろうが、果たして、こ
のゲームの出現まで関係があるのかないのか。
【参考文献】
『朝鮮の郷土娯楽』（村山智順編朝鮮総督府 1941）
『玩具の系譜』（遠藤欣一郎著日本玩具資料館 1988）
『続・玩具の系譜』（遠藤欣一郎著日本玩具資料館 1990）
『中国民間木刻版画』（湖南美術出版社 1990）
『双六・福笑い』（多田敏捷編京都書院おもちゃ博物館６ 1992）
『鳳翔木版年画選』（陝西鳳翔鳳怡年画社 1992）
「中国の盤上遊戯」（増川宏一 『東方』1993年11月号）
『すごろくⅡ』（増川宏一著法政大学出版局ものと人間の文化史79-Ⅱ 1995)
『韓国の紙の文化』（国立民俗博物館 1995）
『北京を見る読む集める』（森田憲司著、大修館書店あじあブックス63 2008）
【展示リスト】（これは図書館で展示した際のリストで、上の解説とあわないものも
ある）
壁面
0-01 木版陞官図（年代不明）
参考 陔余叢考巻33「陞官図」
0-02 古代科挙使途知識棋（2008年、骰、函、ルール）
0-03 ガリ版の陞官図（現代、複製）
0-04 潘家園写真（2008年10月撮影）
アジア諸国での陞官図
朝鮮
0-06 陞卿図（『韓国の紙の文化』国立民俗博物館・ソウル 1995）
0-07 陞卿図（同）
琉球
0-08 聖人上り（しーじんあがい）
『すごろくII』（増川宏一著法政大学出版局ものと人間の文化史79-II 1995）
日本
0-09 官位すごろく
『双六・福笑い』（多田敏捷編京都書院おもちゃ博物館６ 1992）
0-10 仏法すごろく（同）
0-11 御大名出世双六（沙羅書房古書目録よりコピー）
麒麟送子２種
0-12 木版手彩色年画「麒麟送子」（天津楊柳青？）
0-13 木版年画「麒麟送子」（鳳翔木版年画選[陝西鳳翔鳳怡年画社、1992]史学科所蔵）
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ケース１
陞官図各種
1-01 木版陞官図（民国期の版木による再版、河北省武強）
1-02 多色木版陞官図（年代不明）
1-03 石版陞官図（民国期）
1-04 京劇役者の名入り陞官図（木版、民国期）
ケース２
陞官図のバリエーション
2-01 清朝陞官図（台湾・老古出版社 1978）
2-02 紅楼夢陞官図（仮題、北京・文宝斎南紙店 1920）
ケース３
さまざまなスゴロク
3-01 選仏図（満洲国仏教総会浜江支部発行 1943）
3-03 捻捻転（八仙と十二支）
3-04 捻捻転（八仙と十二支？）
参考 八仙過海と水滸伝の捻捻転（『中国民間木刻版画』よりコピー）
ケース４
加官晋禄と昇官発財 年画の世界
4-01 加官・晋禄（北京・2000年代後半）
4-02 加冠進爵と加冠進禄（鳳翔木版年画選[史学科所蔵]）
4-03 麟吐玉書（濰坊楊家埠年画、1990年前後史学科所蔵）
4-04 状元遊街（濰坊楊家埠年画、1990年前後史学科所蔵）
4-05 一門三状元（濰坊楊家埠年画、1990年前後史学科所蔵）
4-06 厭勝銭「状元及第」（史学科所蔵）
4-07 状元豆（南京・夫子廟）
4-08 科挙学論叢 2008年第１輯
＊この目録中の文字、画像について、編者に無断での複写転載を禁じる
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